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湯
本
温
泉
を
詠
む

阿

部

宗

義

句

碑

世
々
照
る
や

月
す
み
よ
し
の温

泉
の
里

明
治
乙
酉
　
　
七
十
一
齢

季
秋
　
　
　
深
耕
亭
有
秋
謹
誌

湯
本
温
泉
公
衆
浴
場
う
ら
の
丘
に
、「
住
吉
明

神
」
を
祭
る
住
吉
神
社
と
、
大
寧
寺
末
庵
の
興
阿

か
が
並
ん
で
建
っ
て
い
る
、
温
泉
街
を
見
下
ろ
す

境
内
の
一
角
、
恵
比
須
さ
ん
の
石
祠
の
そ
ば
に
こ

の
句
碑
が
あ
る
。

句
の
作
者
阿
部
宗
義
（
号
、
深
耕
亭
有
秋
）
の

家
系
は
、
人
内
氏
の
流
れ
を
く
む
問
田
氏
の
支
族
。

永
禄
年
問
（
1
5
5
8
-
7
0
）
に
安
弘
が
母
方

の
姓

を

名

乗

っ
て

大

津

郡

三

見

（
現

在

、

萩

市

）

に

隠

せ
い
　
び
し
ゃ
も
ん
て
ん

棲

、

毘

沙

門

天

を

守

っ
て

安

住

し

た

と

い
う

。

子

孫

は

代
々
庄
屋
を
務
め
、
宗
義
は
そ
の
1
2代
目
。
句
碑

を
建
立
し
た
の
は
明
治
1
8年
（
乙
酉
、
1
8
8
5
）

9
月
（
季
秋
）、
宗
義
7
1歳
の
と
き
で
あ
る
。

湯
本
温
泉
の
起
こ
り
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
伝
説
が
あ
る
。

－

大
寧
寺
三
世
・
定
庵
和
尚
（
1
3
7
3

－
1
4
3
2

）
の
時
代
。
あ
る
月
の
明
る
い
夜
、

定
庵
が
寺
の
周
り
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
石
の
上

で
座
禅
を
組
ん
で
い
る
白
髪
の
老
翁
に
出
会
っ

た
。
名
前
を
聞
く
と
老
翁
は
、「
松
風
の
声
の
う

ち
な
る
か
く
れ
家
は
む
か
し
も
今
も
住
よ
し
の

神
」
と
歌
で
こ
た
え
た
。

老
翁
は
長
門
一
の
宮
（
下
関
）
の
住
吉
大
明
神

で
あ
っ
た
。
明
神
は
そ
の
後
も
名
僧
定
庵
を
師
と

し
て
仏
道
を
修
め
た
。
明
神
は
師
の
恩
に
報
い
る

た
め
、
こ
の
地
に
霊
泉
を
湧
出
さ
せ
た
。

明
神
の
報
恩
に
感
激
し
た
定
庵
は
、
こ
の
丘
に

住
吉
明
神
を
祭
っ
た
―

（
正
）

（
寄
稿
・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会
）

あなたなら、こんな時どうしますか？
突然、あなたの目の前で人が倒れ、その人に意識がなかったら、あなたはどう

しますか。救急車が到着するまでに人工呼吸や心臓マッサージ等の手当を素早く
行えば救命率は高まります。

( 救命のポイント)

①意識なし～気道確保　　②呼吸なし～人工呼吸法

③脈拍なし～心臓マッサージ法

※ 救命講習をご希望の方はお気軽にご連絡ください。
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火 災 時 の 問 い 合 わ せ は

22－1414

長門地区消防本部・中央消防署

22- 3111
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